第　12　分　科　会

	タイトル
	新しい公共のあり方「住民協働」理想と現実

	推進委員
	座　長：小　堀　正　雄（群馬県本部）
　　　：大　塚　浩　正（埼玉県本部）
　　　：中　條　貴　仁（東京都本部）

　　　：後　藤　真　彦（山梨県本部）
　　　：松　本　由紀夫（石川県本部）

	本部推進委員
	小　迫　敏　宏（現業評議会局長）

	担当書記
	遠　藤　恭　彦（総合組織局）


	項　　目
	内　　　　　容

	テ　ー　マ
	近年、新しい公共のあり方として住民と行政の協働が注目されつつあります。一方、住民団体と行政の思いが一致せず、お互いがどのように関わっていけばいいのか分からず、困っている現状があります。住民、行政の本音を聞きだし、相互理解を深め、自分たちの働き方を見つめ直すきっかけをつくっていきたいと考えています。また、グループワークは「住民協働の成功事例と失敗事例から見えること」「市民視点で協働について考える」「自分の住む自治体の課題は何か」を議論の柱に据えて行います。

	土佐自治研で
取り上げる

自治研的課題
	①　住民協働の具体的取り組み

②　住民目線と行政目線のギャップを考える

③　現状の課題と今後の発展について

	課題解決にむけた

先進的活動
	東京都本部町田市職労の取り組み

広島県本部呉市職労の取り組み


	項　　目
	内　　　　　容

	タイムスケジュールと
企画内容
	＜午前＞
９：30　開会あいさつ
　　　　　座長：小堀　正雄
９：35　基調提起「新しい公共のあり方『住民協働』理想と現実」

　　　　　講師：一般財団法人明石コミュニティ創造協会・
　　　　　　　　　常務理事兼事務局長　柏木　登起
11：30　取り組み報告　埼玉県本部／桶川市職員労働組合　大塚　浩正
12：00　昼食休憩

＜午後＞

13：00　要請レポート報告２本　
　　　　　東京都本部／町田市職員労働組合　守屋　　涼
　　　　　広島県本部／呉市職員労働組合　延岡　直則
13：30　グループワーク

　　　　　テーマ「行政と住民の視点から考える住民協働」

15：30　発表、まとめ

16：30　終　　了
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